
 

定期事業者検査報告  

（定期事業者検査開始時） 

 

                       本原浜岡発第 ２号 

２０２２年 ６月１７日 

 

原子力規制委員会 殿 

 

名古屋市東区東新町１番地  

 中 部 電 力 株 式 会 社  

     代表取締役社長  

                         社長執行役員 

 

 

 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の１６第３項の規定によ

り次のとおり定期事業者検査について報告します。 

氏名又は名称及び住所並びに法人 

にあっては、その代表者の氏名 

名 称     中部電力株式会社 

住 所     名古屋市東区東新町１番地 

代表者の氏名  林 欣吾 

発電用原子炉を設置した工場 

又は事業所の名称及び所在地 

名 称     浜岡原子力発電所 

所在地     静岡県御前崎市佐倉 

検査に係る発電用原子炉施設 

の種類及び施設番号 

第２号機 

当該発電用原子炉施設の種類は，別紙－１のとおり 

検査の実績又は予定の概要 

予定 

自：２０２２年 ７月２１日 

至：２０２２年１０月２０日 

検査の計画及び実績については，別紙－２のとおり 

  

林 欣吾 



 

別紙－１ 当該発電用原子炉施設の種類 

 

 

  発電用原子炉施設の 

  種類及び施設番号 

 

第２号機  原子炉施設の一般構造 

 

〃    原子炉本体 

 

  〃    放射性廃棄物の廃棄施設 

 

  〃    放射線管理施設 

 

  〃    原子炉格納施設 

 

  〃    その他主要施設 

 

 



 

別紙―２ 定期事業者検査の計画及び実績 

 

定期事業者検査名 
今回の計画及び実績 

備 考 
※１ ※２ 

建物検査   今回計画なし 

生体遮へい検査 － ○   

排気口検査 － ○  

機器ドレン処理系設備検査 － ○   

床ドレン・化学廃液処理系設備検査 － ○   

廃液濃縮器検査 － ○  

復水器冷却水放水路検査   今回計画なし 

固体廃棄物廃棄設備検査 － ○   

プロセス系液体モニタ検査 － ○   

エリア・モニタ検査 － ○   

排気口モニタ検査 － ○  

排水モニタ検査 － ○   

換気空調系設備検査（その 1）   今回計画なし 

換気空調系設備検査（その２） － ○  

消防設備検査 ― ○  

原子炉機器冷却海水系設備検査 － ○  

照明設備検査 － ○  

 今回の定期事業者検査計画及び実績（○：計画 ●：実績 －：計画・実績なし） 

  ※１：先行実施検査（前回の検査終了以降当該検査開始までに実施した検査） 

  ※２：当該検査開始～当該検査終了までの期間 

 

 



 

添 付 書 類 

 

 

添付書類一 定期事業者検査の計画 

 

添付書類二 発電用原子炉及び施設管理の重要度が高い系統について定量的に定め 

る施設管理目標 

     

添付書類三 施設管理実施計画 

 

添付書類四 定期事業者検査の判定方法（一定の期間を含む。） 

 

添付書類五 前回の定期事業者検査報告内容（添付書類二，三，四）からの変更 

      内容 

 

添付書類六 前回の定期事業者検査報告内容（添付書類二及び三）についての評 

      価結果（保全の有効性評価の結果に関する説明書） 

 

添付書類七 定期事業者検査の判定方法（一定の期間に限る。）を変更した場合の 

      実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第五十六条第三項各号 

      の事項について 

 

 

  



 

添付書類一 定期事業者検査の計画 

 

 

 

浜岡原子力発電所 

第２号機 

第２回定期事業者検査計画書 
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１．定期事業者検査の計画工程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

  別紙 定期事業者検査工程表 
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１．定期事業者検査の計画工程 

定期事業者検査（実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第５５条第１項の時期に

行う定期事業者検査）については，次の期間で実施する。 

 

（１） 定期事業者検査の工程 

自  ２０２２年 ７月２１日 

至  ２０２２年１０月２０日 

 

（２） 当該定期事業者検査期間中に実施する工事 

定期事業者検査の工程に直接影響する工事はない。 

 

（３） 当該定期事業者検査期間中に実施する定期事業者検査の項目 

本文（別紙－２）に記載 

 

（４） 前回の定期事業者検査からの変更点 

なし 

 

 

 

 

 



 

別 紙 

 

 

 

定期事業者検査工程表 

 

 



【凡例】　○：検査日

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

Ｈ２－１ 建物検査

Ｈ２－２ 生体遮へい検査 ○

Ｈ２－３－１ 排気口検査 ○

Ｈ２－３－２ 機器ドレン処理系設備検査 ○ ○

Ｈ２－３－３ 床ドレン・化学廃液処理系設備検査 ○ ○

Ｈ２－３－４ 廃液濃縮器検査 ○

Ｈ２－３－６ 復水器冷却水放水路検査

Ｈ２－３－７ 固体廃棄物廃棄設備検査 ○ ○

Ｈ２－４－１ プロセス系液体モニタ検査 ○ ○ ○

Ｈ２－４－２ エリア・モニタ検査 ○ ○ ○ ○

Ｈ２－４－６ 排気口モニタ検査 ○

Ｈ２－４－７ 排水モニタ検査 ○

Ｈ２－５ 換気空調系設備検査（その1）

Ｈ２－６－１ 換気空調系設備検査（その２） ○ ○

Ｈ２－６－２ 消防設備検査 ○ ○ ○

Ｈ２－６－３ 原子炉機器冷却海水系設備検査 ○

Ｈ２－６－４ 照明設備検査 ○ ○

浜岡原子力発電所第２号機　第２回　定期事業者検査工程表

定期事業者検査項目

年　月

日

曜日

主要工程

2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月

▽

定期事業者検査

開始

▽

定期事業者検査

終了

今回検査なし

今回検査なし

今回検査なし



浜 岡 原 子 力 発 電 所 

第 ２ 号 機 

施設管理目標 

 

  

添付書類二 発電用原子炉及び施設管理の重要度が高い系統について定量的に

定める施設管理目標 



 

目   次 

 

 

１．施設管理目標    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 
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１．施設管理目標 

廃止措置における次の不適合のうち，施設管理の不備に起因するものを対象とし，施

設管理目標を設定する。 

・放射性物質の拡散防止 

・クリアランス物の運用 

・火災防護 

 

【施設管理目標】 

・クラスＡ※ ： ０件以下 

・クラスＢ１※ ： ３件以下 

 

※ 三次文書「自プラント不適合等処置手引」に基づき決定される不適合クラス 

 

 

 



浜 岡 原 子 力 発 電 所 

第 ２ 号 機 

保全計画 

 

 

添付書類三 施設管理実施計画 



 

目 次 

Ⅰ 施設管理実施計画の始期（定期事業者検査の開始する日をいう。） 

  及び期間  ·····························································  １ 

Ⅱ 発電用原子炉施設の工事の方法及び時期  ··································  １ 

Ⅲ 発電用原子炉施設の点検，検査等の方法，実施頻度及び時期  ················  １ 

Ⅳ 発電用原子炉施設の工事及び点検等を実施する際に行う保安の確保 

  のための措置  ·························································  ２ 

 

  別紙  浜岡原子力発電所第２号機 点検計画（第２保全サイクル） 
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Ⅰ 施設管理実施計画の始期（定期事業者検査の開始する日をいう。）及び期間 

本保全計画の適用期間は，第２回定期事業者検査開始日から第３回定期事業者検査

開始日の前日までの期間（第２回定期事業者検査終了日以降１３ヶ月までの間）とし，

以降，この期間を第２保全サイクルという。但し，この期間内に第３回定期事業者検

査を開始した場合には，その前日までの期間とする。 

 

Ⅱ 発電用原子炉施設の工事の方法及び時期 

１．工事の計画 

   なし 

 

Ⅲ 発電用原子炉施設の点検，検査等の方法，実施頻度及び時期 

浜岡原子力発電所第２号機 第２保全サイクルの保全計画について以下のとおり策

定した。 

 

１．点検計画 

保全サイクル中の点検について，予め保全方式を設定し，点検の方法並びにそれら

の実施頻度及び時期を定めた点検計画を「廃止措置管理指針」に従い策定した。 

点検計画のうち，定期事業者検査対象機器等に係る主要な点検の計画を別紙に記載

する。 

なお，付帯設備も含めた各機器の詳細な点検計画は，「廃止措置管理指針」に基づ

き策定した「点検計画策定・データ管理に関する手引（廃止措置）」に従い，定めて

いる。 

点検計画を策定又は変更するにあたっては，保全活動から得られた情報等から，保

全の有効性を評価し，保全が有効に機能していることを確認すると共に，継続的な改

善につなげる。なお，保全の有効性評価は，以下の情報を適切に組み合わせて行った。 

・保全データの推移及び経年劣化の長期的な傾向監視の実績 

・トラブルなど運転経験 

・他プラントのトラブル及び経年劣化傾向に係るデータ 

・リスク情報，科学的知見 
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Ⅳ 発電用原子炉施設の工事及び点検等を実施する際に行う保安の確保のための措置 

 

保安規定第２編第１０条に基づき，新たに核燃料物質（当該原子炉施設から搬出した

使用済燃料及び新燃料を含む。）を原子炉施設内に持ち込まない。 



別紙 

  

浜岡原子力発電所 

第２号機 

点検計画 

（第２保全サイクル）



 

 別紙（ 1 / 6 ） 

点検計画の記載について 

１．点検計画については以下の方針に従い記載している。 

（１）記載している設備について 

点検計画には発電所設備の主要機器として以下の設備を対象に記載している。 

①核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の１４に

規定する技術基準が適用されている設備 

ａ．定期事業者検査の対象となる設備 

（２）記載している点検について 

点検計画には上記設備の主要な点検として以下を記載している。 

・定期事業者検査に係る点検 

・定期事業者検査の都度性能維持のための措置を伴う点検 

・定期事業者検査に係る点検の実施頻度より短い実施頻度で行う性能維持のため

の措置を伴う点検 

・記載対象設備において上記に該当する点検が無い設備については主要な点検 

（３）点検及び試験・検査の項目について 

分解点検，開放点検，外観点検，非破壊試験，特性試験，漏えい試験，機能・性

能試験，総合性能試験等により，点検及び試験・検査項目を記載している。 

 

（４）保全の重要度について 

「原子力施設の重要度分類手引」の考え方に従い，「Ａ」～「Ｃ」の何れかで表記

している。 

（５）保全方式について 

保全方式について以下の通り記載している。 

・時間基準保全を採用しているもの：点検頻度 

・状態基準保全を採用しているもの：ＣＢＭ 

・事後保全を採用しているもの：ＢＤＭ 

（６）点検頻度について 

次の整理により，「Ｃ」：保全サイクル，「Ｍ」：月，「Ｙ」：年で表記している。 

・保全サイクルで管理するものについては，「Ｃ」により表記している。 

・年度で管理するものについては,「Ｙ」により表記している。 

 



 

 別紙（ 2 / 6 ） 

（７）状態監視方法の記載について 

・保全方式として状態基準保全を用いる機器については，経年劣化事象等による

劣化の有無・劣化の傾向を監視する方法（状態監視技術，定例試験，巡視点検

等）並びにその頻度を備考欄に記載している。 

・保全方式として時間基準保全を採用している機器については，保全をより充実

する観点で採用している状態監視技術について方法・頻度を備考欄に記載して

いる。 

 

なお，第２回保全サイクル中に点検を計画するものについては，「点検計画」に「〇」

を記載している。 

また，「点検計画」には，当該点検の前回実績（実施時期）も記載している。 

 



 

 
別紙（ 3 / 6 ） 

１．点検計画 

浜岡原子力発電所 第２号機 点検計画 

機器又は系統名 実施数（機器名） 
保全の 

重要度 

点検及び試験 

・検査の項目 

保全方式 

又は頻度 

今回の 

実施計画 

前回 

実施時期 
検査名 備考 

建家 

原子炉建家 １式 Ｂ 外観検査 ５Ｃ － 2021 建物検査 有効性評価 No.3 の反映 

廃棄物処理建家 １式 Ｂ 外観検査 ５Ｃ － 2021 建物検査 有効性評価 No.3 の反映 

タービン建家 １式 Ｂ 外観検査 ５Ｃ － 2021 建物検査 有効性評価 No.3 の反映 

放射線遮へい体 

ドライウェル外周の壁 １式 Ｂ 外観検査 ５Ｃ － 2021 建物検査 有効性評価 No.3 の反映 

原子炉建屋外壁 １式 Ｂ 外観検査 ５Ｃ － 2021 建物検査 有効性評価 No.3 の反映 

廃棄物処理建家外壁 １式 Ｂ 外観検査 ５Ｃ － 2021 建物検査 有効性評価 No.3 の反映 

原子炉圧力容器外側の壁 １式 Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 生体遮へい検査  

排気口 排気口 Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 排気口検査  

機器ドレン処理系 

機器ドレン収集槽 Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

機器ドレン清水槽 Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

機器ドレンサンプル槽（Ａ） Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

機器ドレンサンプル槽（Ｂ） Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

機器ドレンサージ槽 Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

クラッドセパレータ（Ａ） Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

クラッドセパレータ（Ｂ） Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

機器ドレンフィルタ Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

機器ドレン脱塩塔 Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 機器ドレン処理系設備検査  

床ドレン処理系 

床ドレン収集タンク Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

床ドレンサンプルタンク（再使用系） Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

床ドレンサンプルタンク（Ａ）（放出系） Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

床ドレンサンプルタンク（Ｂ）（放出系） Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

床ドレンフィルタ Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

床ドレン脱塩塔 Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

化学廃液処理系 

雑廃液サージ槽 Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

再生廃液収集タンク（Ａ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

再生廃液収集タンク（Ｂ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 床ドレン・化学廃液処理系設備検査  

廃液濃縮器（Ａ） Ｃ 
機能・性能検査 ４Ｃ － 2021 廃液濃縮器検査 有効性評価 No.2 の反映 

開放点検 ４Ｙ － 2019  有効性評価 No.1 の反映 

廃液濃縮器（Ｂ） Ｃ 
機能・性能検査 ４Ｃ 〇 2021 廃液濃縮器検査 有効性評価 No.2 の反映 

開放点検 ４Ｙ － 2021  有効性評価 No.1 の反映 

運河系 復水器冷却水放水路 Ｃ 外観検査 ５Ｃ － 2021 復水器冷却水放水路検査 有効性評価 No.8 の反映 

濃縮廃液系 

濃縮廃液貯蔵タンク（Ａ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

濃縮廃液貯蔵タンク（Ｂ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

濃縮廃液貯蔵タンク（Ｃ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

使用済樹脂系 

CUW系粉末樹脂貯蔵槽（Ａ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

CUW系粉末樹脂貯蔵槽（Ｂ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

CUW系粉末樹脂貯蔵槽（Ｃ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

FPC系粉末樹脂貯蔵槽（Ａ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  
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機器又は系統名 実施数（機器名） 
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前回 

実施時期 
検査名 備考 

FPC系粉末樹脂貯蔵槽（Ｂ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

FPC系粉末樹脂貯蔵槽（Ｃ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

使用済樹脂貯蔵槽（Ａ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

使用済樹脂貯蔵槽（Ｂ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

復水系粉末樹脂貯蔵槽（Ａ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

復水系粉末樹脂貯蔵槽（Ｂ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

復水系粉末樹脂貯蔵槽（Ｃ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

復水系粉末樹脂貯蔵槽（Ｄ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

復水系粉末樹脂貯蔵槽（Ｅ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

フィルタスラッジ系 
フィルタスラッジ貯蔵槽（Ａ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

フィルタスラッジ貯蔵槽（Ｂ） Ｂ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 固体廃棄物廃棄設備検査  

プロセス放射線モニタ系 

原子炉機器冷却水系モニタ（Ａ）（Ｂ） Ｃ 
機能・性能検査 １Ｃ ○ 2021 プロセス系液体モニタ検査  

特性試験 １Ｙ ○ 2021   

原子炉機器冷却系海水モニタ（Ａ）（Ｂ） Ｃ 
機能・性能検査 １Ｃ ○ 2021 プロセス系液体モニタ検査  

特性試験 １Ｙ ○ 2021   

タービン建家海水ドレンサンプモニタ Ｃ 
機能・性能検査 ２Ｃ － 2021 プロセス系液体モニタ検査 有効性評価 No.4 の反映 

特性試験 ２Ｙ 〇 2020   

排気口モニタ（Ａ） １式 Ｃ 

機能・性能検査 １Ｃ ○ 2021 排気口モニタ検査  

外観検査 １Ｃ ○ 2021 排気口モニタ検査  

特性試験 １Ｙ ○ 2021   

バッテリー取替 ４Ｙ － 2021   

排気口モニタ（Ｂ） １式 Ｃ 

機能・性能検査 １Ｃ ○ 2021 排気口モニタ検査  

外観検査 １Ｃ ○ 2021 排気口モニタ検査  

特性試験 １Ｙ ○ 2021   

バッテリー取替 ４Ｙ － 2021   

廃棄物処理系排水モニタ １式 Ｃ 

機能・性能検査 １Ｃ ○ 2021 排水モニタ検査  

外観検査 １Ｃ ○ 2021 排気口モニタ検査  

特性試験 １Ｙ ○ 2021   

エリア放射線モニタ系 エリア・モニタ １３台 Ｂ 
機能・性能検査 １Ｃ ○ 2021 エリア・モニタ検査  

特性試験 １Ｙ ○ 2021   

換気空調系 

原子炉建家常用換気系 給気ファン（Ａ） Ｂ 
機能・性能検査 ３Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その１） 有効性評価 No.5 の反映 

分解点検 ３Ｙ － 2020   

原子炉建家常用換気系 給気ファン（Ｂ） Ｂ 
機能・性能検査 ３Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その１） 有効性評価 No.5 の反映 

分解点検 ３Ｙ ○ 2019   

原子炉建家常用換気系 排気ファン（Ａ） Ｂ 
機能・性能検査 ３Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その１） 有効性評価 No.5 の反映 

分解点検 ３Ｙ － 2020   

原子炉建家常用換気系 排気ファン（Ｂ） Ｂ 
機能・性能検査 ３Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その１） 有効性評価 No.5 の反映 

分解点検 ３Ｙ ○ 2019   

原子炉建家常用換気系 高性能粒子フィルタ Ｂ 機能・性能検査 ３Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その１） 有効性評価 No.5 の反映 

タービン建家換気系 給気ファン（Ａ－１） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ ○ 2016   
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タービン建家換気系 給気ファン（Ａ－２） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ ○ 2016   

タービン建家換気系 給気ファン（Ｂ－１） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ 〇 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2021   

タービン建家換気系 給気ファン（Ｂ－２） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ 〇 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2021   

タービン建家換気系 排気ファン（Ｂ） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2019   

タービン建家換気系 排気ファン（Ｃ） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2020   

タービン建家換気系 高性能粒子フィルタ Ｂ 機能・性能検査 ６Ｃ 〇 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

廃棄物処理建家換気系 給気ファン（Ａ） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2017   

廃棄物処理建家換気系 給気ファン（Ｂ） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2018   

廃棄物処理建家換気系 排気ファン（Ａ） Ｂ 
機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2017   

廃棄物処理建家換気系 排気ファン（Ｂ） Ｂ 機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

分解点検 ６Ｙ － 2018   

廃棄物処理建家換気系 高性能粒子フィルタ Ｂ 機能・性能検査 ６Ｃ － 2021 換気空調系設備検査（その２） 有効性評価 No.6 の反映 

消火装置 
移動形消火器 1式 Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 消防設備検査  

消火栓 1式 Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 消防設備検査  

原子炉機器冷却系 

原子炉機器冷却水海水ポンプ（Ａ－１） Ｃ 
機能・性能検査 ３Ｃ － 2021 原子炉機器冷却海水系設備検査 有効性評価 No.7 の反映 

分解点検 ３Ｙ ○ 2019   

原子炉機器冷却水海水ポンプ（Ａ－２） Ｃ 
機能・性能検査 ３Ｃ － 2021 原子炉機器冷却海水系設備検査 有効性評価 No.7 の反映 

分解点検 ３Ｙ ○ 2019   

原子炉機器冷却水海水ポンプ（Ｂ－１） Ｃ 
機能・性能検査 ３Ｃ ○ 2021 原子炉機器冷却海水系設備検査 有効性評価 No.7 の反映 

分解点検 ３Ｙ － 2021   

原子炉機器冷却水海水ポンプ（Ｂ－２） Ｃ 
機能・性能検査 ３Ｃ ○ 2021 原子炉機器冷却海水系設備検査 有効性評価 No.7 の反映 

分解点検 ３Ｙ － 2021   

照明設備 誘導灯 1 式 Ｃ 外観検査 １Ｃ ○ 2021 照明設備検査  
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２．原子力規制委員会の内規に従い実施する点検 

 

  なし 
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１．定期事業者検査の判定方法 

（１）定期事業者検査の実施における考え方 

定期事業者検査の実施にあたっては，実用発電用原子炉の設置、運転等に関す

る規則第５６条第１項において検査の方法が規定されており，これに従い表－１

に記載する方法に基づき，対象設備に対して定期事業者検査を実施する。 

また，実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第５６条第２項では，定

期事業者検査においては，一定の期間を設定し，その期間において技術基準に適

合する状態を維持するかどうかを判定する方法で行うことが規定されている。 

定期事業者検査の対象となる設備については，技術基準への適合維持が要求さ

れていることから，その実施頻度の設定においては，所定の機能を発揮できなく

なる前，すなわち技術基準に適合する状態を維持すると考えられる段階に点検を

行うように考慮しており，その実施頻度を定期事業者検査の一定の期間とみなす

ことができる。この実施頻度から設定した定期事業者検査の一定の期間の最短は，

定期事業者検査期間中に実施する検査の最短の間隔である１３ヶ月（定期事業者

検査終了からの期間）とする。 
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表－１ 検査方法の考え方について 

実用発電用原子炉の設

置、運転等に関する規則

第５６条 

検査の方法 

① 

開放，分解，非破壊検査

その他の各部の損傷，変

形，摩耗及び異常の発生

状況を確認するために

十分な方法 

分解検査及び 

開放検査 

機器等を分解，開放した状態でき裂，変形，

摩耗等の有無を目視等により確認する。 

外観検査 

機器等を分解又は開放しない状態で漏えい又

はその形跡，き裂，変形等の有無を目視等に

より確認する。 

非破壊検査 

社団法人日本機械学会「発電用原子力設備規

格 維持規格」（JSME S NA1-2008）に規定さ

れている超音波探傷試験，渦流探傷試験，浸

透探傷試験，目視試験等により，機器等の内

外表面及び内部欠陥の有無等を確認する。 

漏えい（率）検査 

系統及び機器等の点検完了後，所定の圧力に

おいて，漏えいの有無又は漏えい率※1 を確認

する。 

② 

試運転その他の機能及

び作動の状況を確認す

るために十分な方法 

特性検査 

電気設備及び計測制御設備について絶縁抵抗

測定※2，校正，設定値確認検査などを行い，

機器等の特性を確認する。 

機能・性能検査 

系統及び機器等の点検完了後，作動試験，試

運転，インターロック試験等を行い，機器単

体又は系統の機能・性能等を確認する。 

総合性能検査 

各設備の点検完了後に，定格出力近傍で発電

用原子炉施設の運転を行い，各発電用原子炉

施設の運転状態が正常であること及び各種パ

ラメータが妥当な値であることを確認する。 

 

※１ 漏えい率の確認には，「②試運転その他の機能及び作動の状況を確認するために十分

な方法」を兼ねるものがある。 

※２ 絶縁抵抗測定には，「①開放，分解，非破壊検査その他の各部の損傷，変形，摩耗及

び異常の発生状況を確認するために十分な方法」を兼ねるものがある。 

 

上表の検査の方法にて実施する具体的な定期事業者検査は点検計画（添付書類三 別

紙）のとおり。 

 



 

 

 

１．添付書類二 発電用原子炉及び施設管理の重要度が高い系統について定量

的に定める施設管理目標 

なし 

 

２．添付書類三 施設管理実施計画 

別紙－１のとおり 

 

３．添付書類四 定期事業者検査の判定方法（一定の期間を含む。） 

なし 

添付書類五 前回の定期事業者検査報告内容（添付書類二，三，四）からの変

更内容 
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添付書類三 別紙 浜岡原子力発電所２号機 点検計画（第２保全サイクル） 

変更前 変更後  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保全の有効性評

価による変更 

②記載の適正化に

よる追記 

③誤記訂正 

① ① ① ① 

② ③ 

① ① ① ① 
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変更前 変更後  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保全の有効性評

価による変更 

②記載の適正化に

よる追記 

③誤記訂正 

  

① ① 

① ① 

② 

③ 

① ① 

① ① 
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変更前 変更後  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保全の有効性評

価による変更 

 

 

0 

① ① 

0 

① ① 



添付書類六 前回の定期事業者検査報告内容（添付書類二及び三）について

の評価結果（保全の有効性評価の結果に関する説明書） 

 

 

 

 

浜岡原子力発電所第２号機 

 

 

 

 

 

保全の有効性評価を実施し，保全内容の変更を行ったものは別紙－１のとおり。 

 

 

 

 

別紙－１ 保全の有効性評価の結果等により保全計画へ反映した事項 

 

  



保全の有効性評価の結果等により保全計画へ反映した事項 別紙－１

項目 変更前 変更後

1 化学廃液処理系
　廃液濃縮器

開放点検 3Y 4Y 過去の点検報告書より経年劣
化に起因した不適合事象等を
調査し，点検頻度を延長するに
あたり支障がないことを評価し
た。

過去の点検結果等において，毎回性能回復
が必要となる劣化事象は確認されていない。
また、防食のために施工している内面樹脂ラ
イニングの部分的な補修により有意な腐食は
確認されておらず、点検頻度の延長は可能と
評価した。

①

２ 化学廃液処理系
　廃液濃縮器

機能・性能
検査

1C 4C 当該機器の開放点検の頻度に
基づく検査頻度に見直すことで
支障がないことを評価した。

当該機器の開放点検の頻度4Yに相当する
検査頻度4Cに見直すことで支障がないことを
評価した。

④ 廃液濃縮器検査

３ 建家
　原子炉建家
　廃棄物処理建家
　タービン建家

放射線遮へい体
　ドライウェル外周の壁
　原子炉建屋外壁
　廃棄物処理建家外壁

外観検査 1C 5C 過去の高経年化評価における
評価結果より、検査頻度を延
長するにあたり支障がないこと
を評価した。

過去の高経年化評価よりコンクリートの劣化
事象の進展に対して十分な余裕があるため、
運転号機の高経年化点検の周期を参考に
頻度の延長は可能と評価した。

① 建物検査

４ プロセス放射線モニタ系
　タービン建家海水ドレンサン
プモニタ

機能・性能
検査

1C 2C 当該機器の特性試験の頻度に
基づく検査頻度に見直すことで
支障がないことを評価した。

当該機器の特性試験の頻度2Yに相当する
検査頻度2Cに見直すことで支障がないことを
評価した。

④ プロセス系液体モニタ
検査

No. 系統・機器名
保全計画への反映内容 備考（関連する定期

事業者検査等）事象の概要 評価内容
４つの評価
項目
※

※　点検頻度の変更に適した評価方法（①点検および取替結果の評価　　②劣化トレンドによる評価　　③研究成果等による評価　　④類似機器等の使用実績による評価）
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保全の有効性評価の結果等により保全計画へ反映した事項 別紙－１

項目 変更前 変更後

No. 系統・機器名
保全計画への反映内容 備考（関連する定期

事業者検査等）事象の概要 評価内容
４つの評価
項目
※

５ 換気空調系
　原子炉建家常用換気系
給気ファン
　原子炉建家常用換気系
排気ファン
　原子炉建家常用換気系
高性能粒子フィルタ

機能・性能
検査

1C 3C 当該機器の分解点検の頻度に
基づく検査頻度に見直すことで
支障がないことを評価した。

当該機器の分解点検の頻度3Yに相当する
検査頻度3Cに見直すことで支障がないことを
評価した。

④ 換気空調系設備検
査（その１）

６ 換気空調系
　タービン建家換気系　給気
ファン
　タービン建家換気系　排気
ファン
　タービン建家換気系　高性
能粒子フィルタ
　廃棄物処理建家換気系
給気ファン
　廃棄物処理建家換気系
排気ファン
　廃棄物処理建家換気系
高性能粒子フィルタ

機能・性能
検査

1C 6C 当該機器の分解点検の頻度に
基づく検査頻度に見直すことで
支障がないことを評価した。

当該機器の分解点検の頻度6Yに相当する
検査頻度6Cに見直すことで支障がないことを
評価した。

④ 換気空調系設備検
査（その２）

７ 原子炉機器冷却系
　原子炉機器冷却水海水ポ
ンプ

機能・性能
検査

1C 3C 当該機器の分解点検の頻度に
基づく検査頻度に見直すことで
支障がないことを評価した。

当該機器の分解点検の頻度3Yに相当する
検査頻度3Cに見直すことで支障がないことを
評価した。

④ 原子炉機器冷却海
水系設備検査

８ 運河系
　復水器冷却水放水路

外観検査 1C 5C 過去の高経年化評価における
評価結果より、検査頻度を延
長するにあたり支障がないこと
を評価した。

過去の高経年化評価よりコンクリートの劣化
事象の進展に対して十分な余裕があるため、
運転号機の高経年化点検の周期を参考に
頻度の延長は可能と評価した。

① 復水器冷却水放水
路検査

※　点検頻度の変更に適した評価方法（①点検および取替結果の評価　　②劣化トレンドによる評価　　③研究成果等による評価　　④類似機器等の使用実績による評価）
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添付書類七 定期事業者検査の判定方法（一定の期間に限る。）を変更した場合

の実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第五十六条第三項

各号の事項について 

 

 

１．定期事業者検査の判定における一定の期間の変更 

なし 

    


